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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績 (累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 84,615 26.9 9,068 47.9 9,206 46.5 6,383 44.8

29年３月期第３四半期 66,683 4.7 6,129 9.6 6,285 11.7 4,408 17.5
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 8,560百万円 ( 129.3％) 29年３月期第３四半期 3,732百万円 ( 6.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 103.10 －

29年３月期第３四半期 71.20 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 123,505 77,518 62.7

29年３月期 106,361 70,957 66.7
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 77,412百万円 29年３月期 70,957百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 14.00 － 16.00 30.00

30年３月期 － 17.00 －

30年３月期 (予想) 17.00 34.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 114,700 22.0 12,300 28.4 12,300 25.9 8,600 23.6 138.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 68,909,449株 29年３月期 68,909,449株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 6,993,666株 29年３月期 6,992,734株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 61,916,282株 29年３月期３Ｑ 61,917,012株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信 (添付資料) ３ページ「１．当四半期決算に関する
定性的情報 (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境の改善が続いたことから、個人消費は堅

調に推移し、緩やかに回復いたしました。

企業収益は輸出の拡大による売上増加や円安基調により改善が進み、設備投資は労働人口減少に対応する合理

化・省力化投資の進展に生産能力増強に向けた投資も加わり、拡大いたしました。

また、海外経済は、米国では雇用情勢の改善が持続したことにより個人消費は堅調に推移いたしました。欧州で

は金融緩和策などから回復に向かいました。中国では政府の抑制策によりインフラ投資の伸びに鈍化はあったもの

の、個人消費が下支えし底堅く推移いたしました。

このような状況のもとで、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高84,615百万円 (前年同四

半期比26.9％増) 、営業利益9,068百万円 (前年同四半期比47.9％増) 、経常利益9,206百万円 (前年同四半期比

46.5％増) 、親会社株主に帰属する四半期純利益6,383百万円 (前年同四半期比44.8％増) となりました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 自動機械部門

自動包装システムでは、薬品自動包装システムの売上が減少いたしました。

その結果、売上高は11,442百万円 (前年同四半期比4.0％減) 、セグメント利益は研究開発費の増加及び第２

四半期連結会計期間に発生した保守点検費用の影響もあり629百万円 (前年同四半期比48.7％減) となりまし

た。

　

② 機器部門

国内市場では、微細化や３Ｄメモリーへの投資が続く半導体製造装置向け、内外需ともに好調な工作機械向け

やＦＰＤ製造装置向けの売上が増加いたしました。

海外市場では、半導体の設備投資が好調な韓国、情報通信機器や二次電池に加えて自動化などの設備投資が続

く中国を中心に売上が増加いたしました。

その結果、売上高は73,172百万円 (前年同四半期比33.6％増) 、セグメント利益は11,711百万円 (前年同四半

期比52.7％増) となりました。

　

(２) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ17,143百万円増加の123,505百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が減少したものの、売上債権、たな卸資産、有形固定資産及び投資有価証券

が増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ10,582百万円増加の45,986百万円となりました。これは主に、未払法人税等及

び未払賞与が減少したものの、仕入債務、借入金、賞与引当金及び繰延税金負債が増加したことによるものであり

ます。

純資産は、前連結会計年度末に比べ6,561百万円増加の77,518百万円となりました。

自己資本比率につきましては、前連結会計年度末に比べ4.0ポイント減少の62.7％となりました。
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(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績及び、半導体の設備投

資増加や自動化への設備投資など、国内外ともに機器の受注環境が好調に推移すると見込まれるため、平成29年10

月30日に発表いたしました通期業績予想を上方修正いたしました。

　なお、本年１月から稼働した新基幹システムへの移行に伴い一部生産遅延が出ており、その影響を考慮しており

ます。また、平成30年１月１日から平成30年３月31日までの期間における為替レートは１米ドル110円を前提として

おります。

　

平成30年３月期 通期 連結業績予想数値の修正

(平成29年４月１日～平成30年３月31日)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

前回発表予想 ( Ａ )
百万円
110,000

百万円
11,800

百万円
11,800

百万円
8,300

今回修正予想 ( Ｂ ) 114,700 12,300 12,300 8,600

増減額 ( Ｂ － Ａ ) 4,700 500 500 300

増減率 ( ％ ) 4.3 4.2 4.2 3.6

(参考) 前期実績
(平成29年３月期)

94,012 9,580 9,771 6,958

この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。実際の業績は、様々な要因により

予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

なお、該当予想数値の修正に関する事項は、本日（平成30年１月31日）公表いたしました「業績予想の修正に関

するお知らせ」にも記載しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(１) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,336 12,143

受取手形及び売掛金 23,758 25,497

電子記録債権 3,693 5,804

営業未収入金 263 245

有価証券 1,000 －

商品及び製品 5,526 8,865

仕掛品 3,956 3,864

原材料及び貯蔵品 14,472 19,619

その他 2,976 2,799

貸倒引当金 △99 △115

流動資産合計 68,883 78,723

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,517 12,553

その他（純額） 15,544 18,993

有形固定資産合計 27,062 31,547

無形固定資産 1,756 2,656

投資その他の資産 8,658 10,578

固定資産合計 37,477 44,781

資産合計 106,361 123,505

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,774 17,589

電子記録債務 1,385 2,048

短期借入金 1,352 4,486

1年内償還予定の社債 － 62

未払法人税等 2,406 839

賞与引当金 227 1,526

その他の引当金 346 480

その他 9,152 9,342

流動負債合計 29,645 36,374

固定負債

社債 － 209

長期借入金 2,250 4,977

その他の引当金 75 161

退職給付に係る負債 258 375

その他 3,173 3,887

固定負債合計 5,758 9,611

負債合計 35,403 45,986

純資産の部

株主資本

資本金 11,016 11,016

資本剰余金 12,372 12,383

利益剰余金 49,723 54,054

自己株式 △4,906 △4,907

株主資本合計 68,206 72,546

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,653 3,747

為替換算調整勘定 1,323 2,216

退職給付に係る調整累計額 △1,225 △1,097

その他の包括利益累計額合計 2,751 4,865

非支配株主持分 － 106

純資産合計 70,957 77,518

負債純資産合計 106,361 123,505
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(２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 66,683 84,615

売上原価 46,496 57,979

売上総利益 20,187 26,635

販売費及び一般管理費 14,057 17,567

営業利益 6,129 9,068

営業外収益

受取利息 19 12

受取配当金 115 129

為替差益 － 43

その他 259 320

営業外収益合計 394 506

営業外費用

支払利息 29 51

売上割引 106 115

持分法による投資損失 － 47

デリバティブ評価損 32 99

為替差損 35 －

その他 34 53

営業外費用合計 238 368

経常利益 6,285 9,206

特別利益

固定資産売却益 3 3

投資有価証券売却益 182 76

負ののれん発生益 － 149

補助金収入 55 6

特別利益合計 241 236

特別損失

固定資産売却損 4 3

固定資産除却損 16 63

固定資産圧縮損 54 6

環境対策費 － 85

特別損失合計 75 159

税金等調整前四半期純利益 6,450 9,282

法人税、住民税及び事業税 1,978 2,427

法人税等調整額 63 416

法人税等合計 2,042 2,843

四半期純利益 4,408 6,439

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 55

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,408 6,383
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 4,408 6,439

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △530 1,093

為替換算調整勘定 △267 896

退職給付に係る調整額 122 127

持分法適用会社に対する持分相当額 － 2

その他の包括利益合計 △675 2,121

四半期包括利益 3,732 8,560

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,732 8,498

非支配株主に係る四半期包括利益 － 62
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

自動機械部門 機器部門 計

売上高

　外部顧客への売上高 11,920 54,762 66,683 － 66,683

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

－ 72 72 △72 －

計 11,920 54,835 66,755 △72 66,683

セグメント利益 1,226 7,669 8,895 △2,765 6,129

(注) １．セグメント利益の調整額△2,765百万円には、セグメント間取引消去24百万円及び各報告セグメントに配
分していない全社費用△2,790百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及
び長期的な基礎的研究費用並びにＣＫＤグローバルサービス株式会社に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

自動機械部門 機器部門 計

売上高

　外部顧客への売上高 11,442 73,172 84,615 － 84,615

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

0 65 65 △65 －

計 11,443 73,237 84,680 △65 84,615

セグメント利益 629 11,711 12,340 △3,272 9,068

(注) １．セグメント利益の調整額△3,272百万円には、セグメント間取引消去25百万円及び各報告セグメントに配
分していない全社費用△3,297百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用及
び長期的な基礎的研究費用並びにＣＫＤグローバルサービス株式会社に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）
第１四半期連結会計期間より、日機電装株式会社 (平成29年６月１日付でＣＫＤ日機電装株式会社に商号変

更しております。) の株式を取得し連結子会社としたことにより、「機器部門」セグメントにおいて、当第３
四半期連結累計期間に負ののれん発生益149百万円を計上しております。なお、負ののれん発生益は特別利益の
ため、セグメント利益には含めておりません。
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３．補足情報

〔生産、受注及び販売の状況〕

(１) 生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高 (百万円) 前年同四半期比 (％)

自動機械部門 14,162 +4.2

機 器 部 門 75,528 +38.5

合 計 89,691 +31.6

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(２) 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

受注残高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

自動機械部門 11,431 △18.5 10,571 △20.2

(注) １．自動機械部門以外は、需要見込による生産方法をとっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(３) 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高 (百万円) 前年同四半期比 (％)

自動機械部門 11,442 △4.0

機 器 部 門 73,172 +33.6

合 計 84,615 +26.9

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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